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会議の内容 

 

1 会 議 名 平成２６年度第１回習志野市福祉問題審議会  

2 開 催 日 時 平成２６年４月１８日（金） １３時３０分から１５時００分 

3 開 催 場 所 仮庁舎 ３階大会議室 

4 出 席 者 

審議会委員：  

海寳嘉胤委員（会長）、堀部和夫委員（副会長）、高橋君枝委員、 

平野了照委員、田所喜美子委員、山田基子委員、池田浩明委員、 

加藤美恵子委員、伊藤奈津子委員 

 

市    ： 宮本市長 

保健福祉部   眞殿部長、松岡次長 

保健福祉調整課 上原課長 

健康支援課   上岡課長、中村主幹、児玉主幹、塙主幹 

社会福祉課   府馬課長 

高齢者支援課  志摩課長 

保護課     天野課長 

障がい福祉課  東課長、家弓主幹 

介護保険課   村山課長、植草主幹 

ひまわり発達相談センター 山口所長 

あじさい療育支援センター 目羅所長 

 

こども部    早瀬部長、井澤次長 

こども政策課  竹田課長、小澤主幹 

こども保育課  小平課長 

子育て支援課  和田課長、小久保主幹 

 

教育委員会 

教育総務課   島本主幹 

指導課     岩瀬主任指導主事 

 

     他 

傍聴者：なし 
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議    題 

 

及  び 

 

会 議 の 概 要 

【次 第】 

１ 開   会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 職員紹介 

 

４ 議事 

 

（１） 報告事項 

 

１ 平成２６年度主要事業等について 

（保健福祉部）（こども部） 

 

２ ＪＲ津田沼駅南口開発の進展に伴う児童増加への対応について 

               （教育委員会） 

 

３ （仮称）県立習志野特別支援学校（小学部）の新設について  

               （教育委員会） 

 

４ 袖ケ浦こども園の進捗状況について 

（こども部） 

 

（２） その他 
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【会議の概要】 

次第１ 開会 

次第２ 市長挨拶 

みなさんこんにちは。 

本日は、皆様大変お忙しいところ福祉問題審議会にお集まり

いただきまして、誠にありがとうございます。 

そして、いつも習志野市の福祉行政を支えていただいている

ことにつきまして、心から御礼申し上げます。 

 

本日は、平成２６年度第１回福祉問題審議会でございまして、

議事といたしましては、報告事項が４点ということでございま

す。 

 

１つ目に、平成２６年度主要事業等についてでございまして、

保健福祉部、こども部の平成２６年度主要事業についてご報告

いたします。 

２つ目に、ＪＲ津田沼駅南口の児童増加への対応について。 

３つ目に、県立習志野特別支援学校、これは仮称でございま

すが、その小学部の新設について。 

４つ目に、袖ケ浦こども園の進捗について。 

 

この４点につきまして、報告事項としまして報告させていた

だき、皆様のご意見を拝聴させていただきます。 

 

特に、袖ケ浦こども園につきましては、４月１日から開園を

しておりますが、新しい園舎で始まる予定でありましたが、遅

れてしまいましてご迷惑をおかけしております。 

これにつきましては全力で９月の開園に向けまして取り組ん

でおります。 

 

ＪＲ津田沼駅南口の児童増加につきましても、大変ご心配を

おかけしておりますが、全国的に人口が減少している中で、本

市は人口が増えております。 

少子化の時代でありながら、児童は増加しているところであ

ります。この部分だけで申し上げれば、決して悪い状況ではな

いと考えておりまして、この部分につきましては、市としてし

っかりと対応をしていかなければならないと考えております。 

 

いずれにいたしましても、皆様のお力添えをいただき、コン

パクトなこのまちで一体感を持って前に進めていける環境が習

志野市にはあります。 

 

平成２６年度につきましても、より良い方向に導いていただ

くとともに私自身もしっかりと対応をしてまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

～ 市長退席 ～ 
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次第３ 職員紹介 

次第４ 議事 

 

海寳会長 

 本日は平成２６年度第１回福祉問題審議会であり、ご多忙

の中ご出席いただき誠にありがとうございます。 

 習志野市の福祉向上のために尽力してまいりたいと思いま

すので、皆様方におかれましてもよろしくお願いいたします。 

 ご案内のとおり少子高齢化で様々な問題が出てきている世

の中でございます。そうした中で、この福祉問題審議会もま

すますその重要性が高まると考えております。 

 委員の皆様方におかれましても、よろしくご指導のほどお

願いいたします。 

 

 さて、この習志野市福祉問題審議会におきましては、市政

運営の透明性の確保の観点から、会議の公開が決定されてお

ります。  

本日傍聴の方はいらっしゃらないということでございます

ので、このまま進めさせていただきます。 

 

 ただ今より平成２６年度第１回習志野市福祉問題審議会の

議事に入ります。 

 本日は９名の委員の出席でございますので、会議は成立を

いたしておりますことをご報告いたします。 

 

 本日の議事は、教育委員会より報告をいただきますが、公

務の都合上、報告事項２と３につきまして先に報告をさせて

いただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

～全員了承～ 

 

 はい、それでは報告をよろしくお願いいたします。 

  

（１）報告事項 

○報告事項３ 

～ 岩瀬指導課主任指導主事より資料に基づき説明 ～ 

～ 以下質疑応答 ～ 

 

堀部委員 

小学校を卒業した後は、従来どおり八千代の支援学校に進

学するのでしょうか。その後の過程はどのようになるのでし

ょうか。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

現状では、八千代に進学をするということになります。 

ただし今後、中学部を設置できたらよいという話もあること

はあります。 
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堀部委員 

八千代では、習志野の２０人の枠は確保されるということ

でよろしいでしょうか。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

特別支援学校は、希望する方はすべて受け入れる形をとっ

ておりますので大丈夫です。 

 

海寳会長 

学校の名称ですが、一般公募等ありましたが、決まりまし

たでしょうか。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

まだ絞り込んでいる段階と聞いております。 

 

海寳会長 

習志野にありますので、校名に習志野の名を冠していただ

いたほうがわかりやすくよろしいかと思います。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

そのとおりと考えております。 

 

高橋委員 

図面を見ますと、エレベーターが校門から離れた体育館側

にあり、不便さがあるかと思いますが如何でしょうか。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

スクールバスを降りた場所から、校舎内に直線の通路があ

り、校舎内を通りエレベーターに向かうことになっています。

また、県の条例でエレベーターを使用してよい階数が３階と

なっており、３階までのエレベーターとなっています。 

 

加藤委員 

駐車場の台数はどの程度ありますでしょうか。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

具体的な台数は決めておりませんが、それなりの広さを確

保しており、緊急車両の駐車場所や保護者が児童を送ってこ

られることも想定しており、十分に対応できるように考えて

います。 

 

加藤委員 

重複障がいの子どもは入口まで送ってこられると思います

が、十分な配慮をお願いしたいと思います。 

 

岩瀬指導課主任指導主事 

十分に対応をしてまいります。 



 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    題 

 

及  び 

 

会 議 の 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○報告事項２ 

～ 島本教育総務課主幹より資料に基づき説明 ～ 

～ 以下質疑応答 ～ 

 

加藤委員 

福祉の面から伺いたいのですが、これだけの規模の学校が

できるとなると、支援の必要な子がおそらくかなりいらっし

ゃるかと思いますが、どのような対応を計画されているので

しょうか。 

 

島本教育総務課主幹 

教育委員会としては、１小学校に１学級の特別支援学級の

必要性を認識しております。 

その点から、子どもの数が多くなると、支援を必要とする

子どもの数も増えることを想定しており、必要に応じて設置

等について考慮していきたいと考えております。 

 

加藤委員 

支援学級の設置について、対応されることを望んでおりま

す。 

 

高橋委員 

谷津南小の学区になる居住地の方は、谷津南小に通われる

ことを理解した上で入居されるということでしょうか。 

 

島本教育総務課主幹 

既に３月より住居販売は開始されているのですが、学区変

更の決定後、販売業者に学区の案内をしており、入居される

方は谷津南小に通うことを承知をされた上で、購入・入居す

るものと理解をしております。 

 

海寳会長 

これだけの人が増えるということで、いろいろ問題等もあ

るかと思いますが、教育委員会におかれましても児童の安全

安心を守るということで取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 

○報告事項１ 

～ 上原保健福祉調整課長、竹田こども政策課長より資料に基づ 

き説明 ～ 

～ 以下質疑応答 ～ 

海寳会長 

国の施策の一環として進むもので、担当部課も多忙な作業

になると思いますが、児童の福祉向上の観点から頑張ってい

ただきたいと思います。 
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○報告事項４ 

～ 小平こども保育課長より資料に基づき説明 ～ 

～ 以下質疑応答 ～ 

伊藤委員 

０から２歳は待機児童が多く、預けたい方が多くいらっし

ゃると思いますが、この袖ケ浦こども園では、定員に対して

在籍数が若干下回っていますが、理由等はありますか。 

 

小平こども保育課長 

０歳児につきましては、谷津保育所、秋津保育所、菊田  

第二保育所で保育を実施することとしておりましたが、希望

が谷津と秋津しかなく、また、２所で６名の希望があり、  

定員と同数となっております。 

１歳児と２歳児については、暫定的に袖ケ浦西幼稚園を使

用しての保育となっておりまして、当初より定員数まで在籍

させることではなく、今のお預かりしている子どもの活動状

況等から判断していきたいと考えております。 

 

伊藤委員 

奏の杜でも子どもの数が多くなるということで待機児童も

多くなると思いますので、対応をよろしくお願いいたします。 

 

高橋委員 

４歳児５歳児については、定員と在籍数にかい離があるの

はどのような理由でしょうか。 

 

小平こども保育課長 

入園の希望によるものでございます。 

 

池田委員 

習志野市の現在の待機児童数ですが、何人おり、どのよう

な算定方法をとっているのでしょうか。 

先日千葉市で待機児童数０という報道がありましたが、 

一部の保護者からは実質３００人余りが待機児童となってい

るのではないかとの意見もあり、国の算定方式に沿った数字

であって実質待機児童は存在するということが言われていま

す。 

本市ではどのような把握をされているのでしょうか。 

 

小平こども保育課長 

待機児童数については、４月の申し込みによって待機して

いる児童数になりますが、速報値ですが約７０人です。 

その計算方法は国の算定方式に従いまして、例えば特定の

保育所のみを希望された方や入所できなかったけれども認可

外の保育所に入所した方は除いた数値でございます。 

従いまして、潜在的にはもっと多い数字になるとは認識し

ております。 
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池田委員 

子育て日本一を掲げ、こども園についてもかなり早い段階

で取り組んでおり、国の算定方式に沿っていくのはやむをえ

ないところもあるかと思いますが、習志野市独自として子育

て支援を積極的に実施していただいて、保護者が安心して通

わせることができる環境を整備していただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 

海寳会長 

駐車場の件ですが、送迎や外部からの来園者を含め、およ

そ何台程度の駐車スペースが確保されているのでしょうか。 

 

小平こども保育課長 

暫定開園している袖ケ浦西幼稚園に通っていただくのに、

袖ケ浦保育所のスペースを利用していただいており、台数は

５台です。 

新園舎が完成したのちは、台数を増やして確保をしたいと

考えております。 

 

海寳会長 

希望ですが、駐車場が一番問題となります。例えば袖ケ浦

公民館の一部を借りるなど、いろいろな手立てがあるかと思

いますが、十分考慮をしていただきたいと思います。 

 

堀部委員 

０歳児、１歳児の保育に関してキャパシティを広げていか

なければ、女性にとって社会に進出しにくい状況と思います。 

それに対して市は１０年、２０年先への展望は持っている

のでしょうか。 

 

竹田こども政策課長 

今後の保育需要を考えた場合、人口推計から申し上げます

と、市の人口推計は平成３１年度をピークに減少に転じるだ

ろうと見込んでおります。 

一方で就学前のお子様となりますと、平成２９年あたりで

ピークになると見込んでおります。 

しかしながら保育需要で申しますと、今より増えるという

ことがございますので、しばらくはニーズが大きくなると考

えております。 

現在の習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の

再編計画第２期計画では、保育のキャパシティをトータルで

５００程度増加させる計画でございます。 

私どもといたしましては、平成２６年度から６年間の２期

計画期間で当面の保育需要につきましては考えているもので

ございます。 
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堀部委員 

社会的には需要が大きくなってくる中で、そのあたりはも

っと増加させることを考えていただきたく、よろしくお願い

いたします。 

 

（２）その他 

海寳会長 

その他として事務局より連絡事項はございますか。 

 

上原保健福祉調整課長 

 本日、地域福祉計画を配付させていただきました。本審議

会において昨年度ご審議をいただきましたもので、製本をい

たしましたので、御高覧いただければと思います。 

 誠にありがとうございました。 

 

 

海寳会長 

 以上で、議事はすべて終了とさせていただきます。 

 委員の皆様方におかれましては、ご出席をいただきまして

誠にありがとうございました。 

 今年度も様々な課題につきまして、皆様方からご意見を頂

戴したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 以上で、平成２６年度第１回習志野市福祉問題審議会を閉

会とさせていただきます。 

 

6 問い合わせ先 

 

 

所 管 課 名：保健福祉調整課（仮庁舎３階（京成津田沼駅前ビル）） 

電 話 番 号：０４７（４５３）９２４３ 

ＦＡＸ番号：０４７（４５３）９３０９ 

 

 

 


